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　海産の微細藻類（主に植物プランクトン）は、二枚貝をはじめとした水産生物の餌料として、あるいは

脂質などの有価物質を生成する光合成生物として様々な技術開発が検討されています。微細藻類を大量に

培養し有効利用する上で、当該種の増殖スピードは生産効率の面で非常に大きな懸案事項です。

当研究室では、従来種に比べ桁違いに速いスピードで（24 時間で 1,000 倍に）増殖する小型珪藻を瀬戸内

海の干潟域で発見し、培養株として維持しています。本種は増殖スピードが速いだけでなく、一般の海産

種では増殖が阻害されてしまう屋外の強光環境や 35℃以上の高水温でも良好に生長します。　　　　　　

　水産分野、カーボンニュートラルに向けたエネルギー分野への貢献を念頭に、現在、本種を屋外で大規

模に培養するシステムの構築に取り組んでいます。
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図１. スーパー珪藻　Chaetoceros sp.
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図２.  野外培養試験の様子

　　　（右が培養開始時、左がその翌日の状態）
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